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栃木県政世論調査    平成２６年５月 

 

［暮らしの変化について］ 

問１ あなたの暮らしは、この５～６年の間にどう変わりましたか。次の中から１つ選んでください。 

 １ かなり良くなった 

２ 少し良くなった 

３ 変わらない 

４ 少し悪くなった 

５ かなり悪くなった 

６ わからない 

 

（問１で選択肢「４」、「５」を選んだ方のみお答えください） 

問１－１ 悪くなったのは、主にどのようなことからですか。もっとも大きな要因を１つ選んでく

ださい。 

 １ 物価が上昇したため 

２ 不景気（倒産、経営不振、解雇など）の 

ため 

３ 家庭内の事情で出費が増えたため 

４ その他 

（                  ） 

５ わからない 

 

問２ あなたは、今の暮らしについてどの程度満足していますか。次の中から１つ選んでください。 

 １ 満足している 

２ まあ満足している 

３ どちらともいえない 

４ やや不満がある 

５ 不満がある 

６ わからない 

 

問３ あなたの暮らしは、これから先どうなっていくと思いますか。次の中から１つ選んでください。 

 １ 良くなっていく 

２ 変わらない 

３ 悪くなっていく 

４ わからない 

 

問４ あなたは、今後の暮らしの中で、どのような点に力を入れていきたいと思いますか。次の中か

ら３つまで選んでください。 

 １ 仕事（家事、学業） 

２ 知識や教養 

３ 貯蓄 

４ 趣味やスポーツ 

５ ボランティア活動 

６ 衣・食生活の充実 

７ 住生活の改善、充実 

８ 環境にやさしいライフスタイル 

９ 家族との団らん 

10 近所との付き合い 

11 友人や知人との付き合い 

12 子育てや子どもの教育 

13 健康づくり 

14 その他 

（                  ） 

15 わからない 
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［県政への要望について］ 

問５ 県では、皆様のご理解とご協力を得ながら“「安心」「成長」「環境」をともにつくる 元気度

日本一 栃木県” をめざしていろいろな仕事をしています。あなたが、県政に対して、特に力

を入れてほしいことは何ですか。次の中からいくつでも選んでください。 

 １ 学校教育の充実 

２ 青少年の健全育成 

３ 家庭教育の充実 

４ 社会教育の充実 

５ 文化の振興 

６ スポーツ・レクリエーション施策の充実 

７ ＮＰＯ・ボランティア活動の促進 

８ 広聴・広報の充実 

９ 国際化の推進 

10 子育て・少子化対策の充実 

11 高齢者福祉対策 

12 心身障害者対策 

13 医療対策 

14 保健対策 

15 男女共同参画の推進 

16 農林業の振興 

17 食料の安定供給の確保・食の安全確保 

18 商工業の振興 

19 観光の振興 

20 雇用の安定と勤労者の福祉 

21 住宅・宅地対策 

22 資源エネルギー対策 

23 下水道の整備 

24 公園・緑地・河川の整備 

25 公共交通ネットワークの整備 

26 道路の整備 

27 地域情報化の推進 

28 防災対策の推進 

29 防犯対策 

30 交通安全対策 

31 消費生活の安定 

32 自然保護・環境保全対策 

33 循環型社会の推進（リサイクル・廃棄物対策） 

34 行財政改革 

35 “とちぎ”ブランド力の強化 

36 その他 

（                  ） 

37 わからない 

 

 

［芸術・文化活動について］ 

問６ あなたが日ごろ行っている芸術・文化活動は、どのようなものですか。次の中からいくつでも

選んでください。 

１ 音楽、演劇、舞踊、映画、絵画、陶芸、書道、写真、文芸などの芸術活動 

２ 生け花、茶道、和洋裁、盆栽、園芸、囲碁、将棋などの文化活動 

３ 地域の伝統芸能の保存・継承 

４ 文化遺産の保護・活用に関する活動 

５ その他（                                     ） 

６ 何も行っていない 
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［スポーツ活動について］ 

問７ あなたは、この１年間にスポーツ（※）を行いましたか。次の中から１つ選んでください。 

※ スポーツとは、ウォーキング、散歩、ダンス、ボウリング、ハイキング・キャンプなどの

アウトドアスポーツ、軽い体操、レクリエーションスポーツを含みます。 

１ 週に３日以上行った 

２ 週に１・２日行った 

３ 月に１～３日行った 

４ ３か月に１・２日行った 

５ 年に１～３日行った 

６ 行わなかった 

 

［住んでいる地域について］ 

問８ あなたは、住んでいる地域にこれからも住み続けたいと思いますか。次の中から１つ選んでください。 

１ そう思う 

２ ややそう思う 

３ あまりそう思わない 

４ そう思わない 

５ どちらとも言えない 

 

［とちぎの元気な森づくり県民税について］ 

問９ あなたは、平成20年４月から本県で導入している「とちぎの元気な森づくり県民税」いわ

ゆる森林環境税を知っていますか。次の中から１つ選んでください。 

１ 名称も税額も知っている 

２ 名称は知っているが、税額は知らない 

３ 名称も税額も知らない 

 

［これからの時代への対応について］ 

問10 あなたは、現在の社会や今後予想される社会の変化のうち、何に関心や懸念を持っていますか。

次の中から５つまで選んでください。 

１ 少子化や家庭環境の変化に伴う子育て・教育環境の変化 

２ 少子化や若者の都市部への流出による地方の人口の減少 

３ 中心市街地の空洞化や中山間地域の過疎化による地域コミュニティの弱体化 

４ 高齢化の進行に伴う医療、福祉、年金などの社会保障制度の行方 

５ 世界規模での人の交流や産業分野の競争の激化 

６ インターネットなど、ネットワーク化の進展や情報通信分野における技術革新 

７ 安定した職に就けない若者の増加 

８ 高齢化の進行に伴う働き手の減少 

９ 電気やエネルギーの安定供給や安全性の確保 

10 地方における公共交通の衰退 

11 トンネルや橋など社会資本の老朽化 

12 地震など大規模災害の発生 

13 特殊詐欺など犯罪の巧妙化・凶悪化 

14 自然環境の変化や地球温暖化の進行 

15 地方分権改革など、国と地方の行政の仕組みの見直し 

16 その他（                                     ） 

17 特にない 
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問11 あなたは、「豊かさ」という言葉から、どのようなことをイメージしますか。次の中から３つ

まで選んでください。 

１ 充実した子育て・教育環境 

２ 文化や芸術、スポーツなどの余暇の充実 

３ 時間的なゆとり 

４ 人や家族とのふれあい 

５ 健康であること 

６ 充実した医療・福祉 

７ 安定した収入や経済的なゆとり 

８ 生きがいを感じられる多様な雇用環境 

９ ほしい物やサービスがすぐ手に入る環境 

10 快適な生活環境 

11 豊かな自然 

12 その他 

 （                  ） 

13 特にない 

 

問12 あなたは、「住みやすさ」という言葉から、どのようなことをイメージしますか。次の中から

あてはまるものを３つまで選んでください。 

１ 子育て・教育環境が整っている 

２ 近所付き合いが良好 

３ 文化・芸術、スポーツに親しめる環境が

整っている 

４ 医療や福祉サービスが充実している 

５ 食べ物がおいしい 

６ 娯楽施設や商業施設が多い 

７ 働く場所が多い 

８ 道路や公園、上下水道などの社会資本や

公共交通機関が整っている 

９ 自然災害が少ない 

10 犯罪が少ない 

11 物価が安い 

12 自然が豊かで水や空気がきれい 

13 その他（              ） 

14 特にない 

 

問13 あなたは、これからのとちぎづくりのためには、どのようなことが必要だと思いますか。次の

中から５つまで選んでください。 

１ 子育て・教育環境が整っていること 

２ “とちぎ”のイメージが良くなり、知名度が上がること 

３ 県民が“とちぎ”に愛着や誇りを持てること 

４ 周囲との温かい交流があること 

５ 文化や歴史、伝統を大切にすること 

６ スポーツやレクリエーションの場が充実していること 

７ 健康でいきいきと暮らせること 

８ 障害者や高齢者が安心して暮らせること 

９ 商業施設などが集積し、街に活気があること 

10 製造業を中心とした工業が発展すること 

11 農林業や観光など地域の資源を活用した産業が発展すること 

12 若者が安定した仕事と収入を得られること 

13 女性や高齢者が能力を発揮できること 

14 バスなど公共交通機関が充実していること 

15 道路や公園、上下水道などの社会資本が整備されていること 

16 様々な情報を手軽に入手できること 

17 大規模災害への対応力が強いこと 

18 山や川、田園などの自然が豊かなこと 

19 その他（                                     ） 
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［とちぎ自慢について］ 

問14 あなたが県外の友人に自慢したい栃木県の特産品は何ですか。次の中からあてはまるものを

すべて選んでください。 

１ 宇都宮餃子 

２ 佐野ラーメン 

３ そば 

４ しもつかれ 

５ 地酒・地ビール 

６ いちご 

７ かんぴょう 

８ 二条大麦 

９ とちぎ和牛 

10 牛乳 

11 米 

12 にら 

13 益子焼 

14 結城紬 

15 烏山手すき和紙 

16 日光彫 

17 真岡木綿 

18 鹿沼組子 

19 栃木の線香 

20 間々田紐 

21 その他 

 

 

22 特にない 

 

問15 あなたが県外の友人に自慢したい栃木県の観光や施設はどこですか。次の中からあてはまる

ものをすべて選んでください。 

１ 日光の社寺 

２ 日光の旧大使館別荘や旧御用邸 

３ 足利学校や周辺の社寺 

４ 大谷石の採掘場跡や観音像 

５ 「ＳＬが走るまち」のＳＬミュージアム 

６ 「おもちゃのまち」の博物館 

７ 那須の美術館・博物館 

８ 宇都宮の美術館・博物館・科学館 

９ 塩原温泉 

10 那須温泉 

11 鬼怒川・川治温泉 

12 湯西川・川俣・奥鬼怒温泉 

13 那須の自然 

14 日光の自然 

15 渡良瀬遊水地 

16 栃木の蔵の街 

17 益子の陶芸の里 

18 那須高原の動物スポット 

19 なかがわ水遊園 

20 鬼怒川のテーマパーク 

21 県東地域のモータースポーツアミューズメント 

22 県東地域の芝ざくらやバラ 

23 道の駅うつのみや ろまんちっく村 

24 県南地域の藤やヒマワリ 

25 その他（              ） 

26 特にない 

 

 

［行財政改革について］ 

問16 県では、効果的かつ効率的にサービスを提供していくため、様々な行財政改革に取り組んできて

いますが、あなたは、県の行財政改革についてどう思いますか。次の中から１つ選んでください。 

１ 改革をもっと進めるべき 

２ 改革をこれまでどおりに進めればよい 

３ 改革は必要ない 

４ わからない 
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問17 これまでの県の行財政改革の取組の中であなたが評価するものはどれですか。次の中から 

いくつでも選んでください。 

１ 県の事務・権限の市町村への移譲 

２ 民間活力の活用（民間委託等の推進） 

３ 多様な主体（ＮＰＯ、民間企業等）との協働 

４ 公社など県出資法人等の見直し 

５ 情報公開や行政評価制度の充実 

６ 財政の健全化 

７ 歳入の確保（税収、広告収入等） 

８ 職員の適正な定員管理や人事給与制度の見直し 

９ 職員の意識改革（業務改善、県民サービスの向上等） 

10 その他（                                   ） 

11 評価するものはない 

12 わからない 

 

問18 あなたは、今後の行財政改革では、特にどのような取組に力を入れていくべきだと思いますか。

次の中から３つまで選んでください。 

１ 県の事務・権限の市町村への移譲 

２ 民間活力の活用（民間委託等の推進） 

３ 多様な主体（ＮＰＯ、民間企業等）との協働 

４ 公社など県出資法人等の見直し 

５ 情報公開や行政評価制度の充実 

６ 財政の健全化 

７ 歳入の確保（税収、広告収入等） 

８ 職員の適正な定員管理や人事給与制度の見直し 

９ 職員の意識改革（業務改善、県民サービスの向上等） 

10 その他（                                   ） 

11 わからない 

 

［社会貢献活動について］ 

問19 あなたは、社会貢献活動（※）に関心がありますか。次の中から１つ選んでください。 

※ 「社会貢献活動」とは、例えば、募金、寄附、プルタブ、エコキャップなどの物品収集や

公園清掃などの活動、ボランティアやＮＰＯ（特定非営利活動団体）活動、コミュニティ活

動、自治会、育成会等の地域活動などをいいます。 

１ 関心がある 

２ 関心がない 

３ わからない 
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問20 あなたは、社会貢献活動に参加したことがありますか。また、今後参加したいと思いますか。

次の中から１つ選んでください。 

１ 現在参加している 

２ 現在は参加していないが、過去に参加したことがある 

３ 今まで参加したことはないが、今後参加したい 

４ 今まで参加したことはないが、今後は参加するかどうかわからない 

５ 今まで参加したことはなく、今後も参加するつもりはない 

 

（問20で選択肢「２」～「５」を選んだ方のみお答えください） 

問20－１ あなたが社会貢献活動に参加しない理由は何ですか。次の中から主な理由を３つまで 

選んでください。 

１ 自分の自由になる時間がない 

２ 経済的な負担が伴う 

３ 活動を行う体力に自信がない 

４ 一緒に活動する仲間がいない 

５ 家族や会社など周囲の協力や理解が得られない 

６ 人間関係がわずらわしい 

７ 活動に関する情報がないため、どうしたら活動できるのかわからない 

８ 活動をはじめるきっかけがない 

９ 活動に対する責任が負担である 

10 興味・関心がない 

11 その他（                                   ） 

 

問21 あなたは、ボランティアやＮＰＯ等による社会貢献活動を支援するため、行政は今後どのよう

なことに力を入れるべきだと思いますか。次の中からいくつでも選んでください。 

１ 活動への理解と参加を促すための広報や普及啓発活動 

２ 活動したいときに活動先の情報等が得られる仕組みづくり 

３ 活動を体験できるプログラムの提供や入門研修の実施 

４ 活動団体に対する資金的支援 

５ 活動に必要な備品等の貸出 

６ 活動の拠点となる場所の確保や整備 

７ 活動が顕著な個人や団体に対する表彰制度の整備・充実 

８ わからない 
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問22 県は、今後、地域の課題解決のためには、県民（住民やボランティア・ＮＰＯ、企業等）が 

行う社会貢献活動と行政（県・市町）が協力・連携して取り組むことが必要になっていくと考え

ています。この考え方について、あなたは、どう思いますか。次の中から１つ選んでください。 

１ 県民と連携せず、行政のみで取り組むべき 

２ 県民の参加・協力を得ながら、行政が中心になって取り組むべき 

３ 県民と行政が対等な関係で、役割を分担して取り組むべき 

４ 行政の支援を得ながら、県民が中心になって取り組むべき 

５ 行政と連携せず、県民のみで取り組むべき 

６ わからない 

 

［地域防災について］ 

問23 あなたが、日頃最も不安に思う災害はどのようなものですか。次の中から１つ選んでください。 

１ 地震 

２ 火災 

３ 台風、水害 

４ 竜巻等による風害 

５ 火山噴火 

６ 雪害 

７ 落雷 

８ その他（      ） 

９ 特にない 

 

問24 あなたの家庭では、地震に対してどのような備えをしていますか。次の中からいくつでも選ん

でください。 

１ 消火器の設置 

２ 火災警報器の設置 

３ 家具の転倒防止対策 

４ ガラスの飛散防止対策 

５ 飲料水や食料の準備 

６ 携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などの準備 

７ 非常持ち出し用の衣類や毛布などの準備 

８ 避難経路や避難場所を決めている 

９ 家族間の連絡手段を決めている 

10 その他 

 （                  ） 

11 特に何もしていない 

 

問25 あなたは、お住まいの地域の指定避難場所等についてどの程度知っていますか。次の中から 

１つ選んでください。 

１ 避難場所と安全なルートを確認している 

２ 避難場所は知っているが、安全なルートは確認していない 

３ 避難場所があることは知っているが、どこにあるのかは知らない 

４ 避難場所というものがあることを知らない 
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問26 あなたは、県や市町、自治会等が行っている防災訓練に参加したことがありますか。次の中か

ら１つ選んでください。 

１ 参加したことがあり、また参加したい 

２ 参加したことがあるが、また参加したいとは思わない 

３ 参加したことはないが、機会があれば今後参加したい 

４ 参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない 

 

問27 あなたは、自主防災組織（※）について知っていますか。次の中から１つ選んでください。 

※ 「自主防災組織」とは、自治会・町内会などを母体とした、地域住民が防災活動をする 

組織のことです。 

１ 知っている ２ 知らない 

 

（問27で選択肢「１」を選んだ方のみお答えください） 

問27－１ あなたは、自主防災組織の活動に参加していますか。次の中から１つ選んでください。 

１ 自主防災組織に加入し、活動している 

２ 自主防災組織に加入はしていないが、この１年くらいの間に、自主防災組織の活動に 

参加したことがある 

３ 自主防災組織の活動に参加していないが、機会があれば今後参加したい 

４ 自主防災組織の活動に参加しておらず、今後も参加したいとは思わない 

 

問28 消防団員数が年々減少していますが、あなたは、団員を増やすためにはどのような取組が有効

だと思いますか。次の中から３つまで選んでください。 

１ 団員の報酬等を増やす 

２ 救命胴衣や安全靴等、団員の身を守るための装備を充実させる 

３ 飲食料金の割引等により、団員を優待する 

４ 期間や活動内容を限定した団員を採用する 

５ 女性や学生の入団を促進する 

６ 地域の人々に消防団の活動をもっと知ってもらう 

７ 団員の勤務先等に消防団の活動をもっと知ってもらう 

８ その他（                                     ） 

９ 特にない 

10 わからない 
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［食の安全・安心について］ 

問29 あなたは、食品の安全性について、不安を感じていますか。次の中から１つ選んでください。 

１ 大いに感じている 

２ 多少は感じている 

３ あまり感じていない 

４ 全く感じていない 

 

（問29で選択肢「１」、「２」を選んだ方のみお答えください） 

問29－１ あなたは、食品の安全性のどのような部分について不安を感じていますか。次の中から

４つまで選んでください。 

１ 残留農薬 

２ 食品添加物 

３ 環境ホルモン 

４ 遺伝子組換え食品 

５ ＢＳＥ（牛海綿状脳症） 

６ 高病原性鳥インフルエンザ 

７ 体細胞クローン牛・豚 

８ 食物アレルギー 

９ 家畜の医薬品 

10 重金属（カドミウム・水銀など） 

11 食中毒 

12 いわゆる「健康食品」  

13 原産地 

14 輸入食品 

15 賞味期限・消費期限 

16 放射性物質 

17 その他 

 （                  ） 

 

問30 あなたが食品を購入するときに気を付けることは何ですか。次の中から３つまで選んでくださ

い。 

１ 鮮度 

２ 価格 

３ 味 

４ 量・大きさ 

５ 原材料表示 

６ 食品添加物の表示 

７ 賞味期限・消費期限などの日付け表示 

８ 原産地・原産国 

９ 生産者・製造者 

10 販売店 

11 栄養成分表示 

12 栄養のバランス 

13 ○○牛、△△産コシヒカリなどのブランド 

14 認証制度などのマーク（有機ＪＡＳなど） 

15 その他（             ） 

16 特にない 

 

問31 あなたは、食の安全に関する正しい知識や情報を得られていると思いますか。次の中から１つ

選んでください。 

１ 得られている 

２ ほぼ得られている 

３ 得られていない 

４ 知識や情報は必要ない 

５ わからない 

 



 －173－ 

問32 食品の安全性は向上していると思いますか。次の中から１つ選んでください。 

１ 向上している 

２ 少しは向上している 

３ 向上していない 

４ わからない 

 

 

［生涯学習について］ 

問33 あなたは、この１年くらいの間に、生涯学習をしたことがありますか。次の中からいくつでも

選んでください。 

※ 「生涯学習」とは、人々が、生涯のいつでも、どこでも、自由に行う学習活動のことで、

学校教育や、公民館における講座等の社会教育などの学習機会に限らず、自分から進んで 

行う学習やスポーツ、文化活動、趣味、ボランティア活動などにおけるさまざまな学習活動

のことをいいます。 

１ 趣味的なもの（音楽、美術、華道、舞踊、書道、レクリエーション活動など） 

２ 教養的なもの（文学、歴史、科学、語学など） 

３ 社会問題に関するもの（社会・時事、国際、環境など） 

４ 健康・スポーツ（健康法、医学、栄養、ジョギング、水泳など） 

５ 家庭生活に役立つ技能（料理、洋裁、和裁、編み物など） 

６ 育児・教育（家庭教育、幼児教育、教育問題など） 

７ 職業上必要な知識・技能（仕事に関係のある知識の習得や資格の取得など） 

８ 情報端末（コンピュータやタブレット端末など）やインターネットに関すること 

（プログラムの使い方、ホームページの作り方など） 

９ ボランティア活動のために必要な知識・技能 

10 自然体験や生活体験などの体験活動 

11 学校（高等・専門・各種学校、大学、大学院など）の正規課程での学習 

12 その他（                                     ） 

13 生涯学習をこの１年くらいしていない 

14 わからない 

 

問34 あなたは、どのような生涯学習の機会が増えればよいと思いますか。次の中からいくつでも 

選んでください。 

１ 公民館などにおける講座や教室 

２ 大学・専門学校・高校などでの講座等 

３ 博物館・美術館などの講座や教室 

４ カルチャーセンター等の民間の講座など 

５ 図書館の図書や情報 

６ パソコンやインターネットを活用した

学習機会 

７ ボランティア活動の機会 

８ 自然体験・生活体験などの体験活動の機会 

９ その他 

 （                 ） 

10 特にない 
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問35 今後、人々の生涯学習活動をもっと盛んにしていくために、あなたは、行政がどのようなこと

に力を入れるべきだと思いますか。次の中からいくつでも選んでください。 

１ 生涯学習関連施設における講座などの 

サービスの充実 

２ 生涯学習関連施設における各種講座等の 

情報の一元化 

３ 生涯学習に関する専門職員の育成 

４ 学校の施設等の、地域への開放 

５ 住民ニーズや満足度の把握と施策への反映 

６ 社会教育団体、青少年団体などへの支援 

７ ボランティア活動への支援や適切な評価 

（学校の単位として認める、表彰する等） 

８ 労働時間の短縮、学習活動のための 

有給休暇制度などの普及 

９ その他（              ） 

10 特にない 

 

［犯罪と治安対策について］ 

問36 あなたは、県内の治安についてどう感じますか。次の中から１つ選んでください。 

１ 良い 

２ どちらかといえば良い 

３ どちらともいえない 

４ どちらかといえば悪い 

５ 悪い 

６ わからない 

 

問37 あなたは、どのような犯罪に不安を感じますか。次の中からいくつでも選んでください。 

１ 子どもに対する犯罪 

２ 女性に対する犯罪 

３ 高齢者に対する犯罪 

４ 振り込め詐欺を始めとする特殊詐欺事件 

５ 金融機関、コンビニ等に対する強盗事件 

６ 少年による凶悪、粗暴事件 

７ 外国人による犯罪 

８ 暴力団による犯罪 

９ 暴走族による犯罪 

10 家に侵入する強盗、窃盗犯罪 

11 屋外でのひったくりなど強盗、窃盗犯罪 

12 薬物乱用事件 

13 インターネット利用犯罪 

14 その他 

（                  ） 

15 特にない 

 

（問37で選択肢「１」を選んだ方のみお答えください） 

問37－１ あなたが、子どもに対する犯罪に不安を感じる理由は何ですか。次の中からいくつでも

選んでください。 

１ テレビや新聞等で、子どもが巻き込まれる事件についてよく見聞きするから 

２ 通学路における街灯や防犯灯などの防犯設備が不足していると感じるから 

３ 子どもが一人で登下校することがあるから 

４ 地域のつながりが弱く、近所の住民の顔を知らないから 

５ 近所で子どもが巻き込まれた事件が発生したから 

６ 警察官やスクールサポーター等のパトロールが少なく感じるから 

７ 犯人の検挙や事件の解決に関する情報が少なく感じるから 

８ その他（                                   ） 
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問38 あなたは、公共空間における防犯カメラの設置についてどのように思いますか。次の中から 

１つ選んでください。 

１ 安全・安心の確保のために設置されることが望ましい 

２ どちらかといえば安全・安心の確保のために設置されることが望ましい 

３ どちらかといえばプライバシー尊重のために設置されないことが望ましい 

４ プライバシー尊重のために設置されないことが望ましい 

５ その他（                                     ） 

 

問39 犯罪の発生や防犯に関して、あなたは、警察からどのような内容の情報提供を望みますか。 

次の中からいくつでも選んでください。 

１ 県内の犯罪発生状況 

２ 警察署単位の犯罪発生状況 

３ 交番・駐在所単位の犯罪発生状況 

４ 市町や大字単位の犯罪発生状況 

５ 犯人の検挙や事件の解決に関する情報 

６ 子どもや女性に対する声かけ事案 

７ 防犯上のアドバイス 

８ 防犯ボランティアの活動紹介 

９ その他 

（                  ） 

 

問40 あなたが、交番や駐在所の警察官に特に力を入れてほしい活動は何ですか。次の中からいくつ

でも選んでください。 

１ パトロール活動 

２ 交番、駐在所における在所活動 

３ 巡回連絡等で家庭等を訪問し、住民の意見や要望を聞く活動 

４ 交番前や交差点等に立っての警戒活動 

５ 事件・事故の発生や被害防止上のアドバイスなどの広報 

６ 地域で発生した事件の検挙 

７ 交通違反の取締り 

８ 防犯講話、交通講話等の開催 

９ 防犯ボランティア活動への参加や支援 

10 その他（                                   ） 
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問41 高齢死者数が全交通事故死者の５割以上を占めていますが、高齢者の事故を防止するため、 

あなたは何が必要だと思いますか。次の中から３つまで選んでください。 

１ 高齢者に対する、参加体験型の交通安全教育の実施 

２ 高齢者に対する反射材の配布 

３ ボランティア等による高齢者宅への訪問指導 

４ 高齢者関連施設等におけるワンポイントアドバイスの実施 

５ 高齢者の自転車ヘルメット着用の推進 

６ 「３Ｓ運動」（※）等、高齢者に対する保護意識を高める活動の推進 

７ 高齢者以外の方に高齢者の特性を理解してもらうための交通安全教育の実施 

８ 交通事故に遭う恐れのある高齢歩行者を見かけたら、すぐに110番通報すること 

９ その他（                                   ） 

10 わからない 

※３Ｓ(スリーエス)とは、SEE(見る)、SLOW(減速する)、STOP(止まる)の頭文字をとったものです。 

 

問42 自転車の安全利用を促進するために、必要なことは何だと思いますか。次の中から３つまで 

選んでください。 

１ 自転車に係る交通ルールの周知 

２ 自転車利用者に対する参加体験型の交通安全教育の実施 

３ 街頭における自転車利用者に対する広報啓発活動 

４ 自転車利用者に対する反射材の配布 

５ 自転車利用者に対する保護意識を高める活動の推進 

６ 自転車利用者による交通違反への厳しい取締り 

７ 自転車ヘルメット着用の推進 

８ 自転車道、自転車通行帯等の通行環境の整備 

９ 自転車に係る罰則の強化 

10 その他（                                   ） 

11 わからない 

 

問43 飲酒運転の罰則や行政処分が強化されましたが、依然として悪質な飲酒運転は後を絶ちません。

飲酒運転を根絶するため、あなたはどのような対策が必要だと思いますか。次の中から３つまで

選んでください。 

１ 夜間検問の強化等徹底した取締り 

２ 車両・酒類の提供者、同乗者等に対する

徹底した捜査 

３ 危険運転致死傷罪の積極的な適用 

４ 飲酒運転の危険性を訴える交通安全教育

の実施 

５ 街頭における広報啓発活動 

６ 家庭、職場等における話し合い 

７ 酒類提供飲食店等における広報 

８ アルコール依存症患者等に対する講習 

９ 更なる罰則等の強化 

10 その他 

 （                  ） 

11 わからない 
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［あなたご自身やご家族について］ 

最後に、お答えいただいたことを統計的に分析するため、あなたご自身やご家族についてお答えくだ

さい。 

 

Ｆ１ あなたの性別は。 

１ 男 性 ２ 女 性 

 

Ｆ２ あなたの年齢は、次の中のどれに当てはまりますか。 

１ 20歳～29歳 

２ 30歳～39歳 

３ 40歳～49歳 

４ 50歳～59歳 

５ 60歳～64歳 

６ 65歳～69歳 

７ 70歳以上 

 

Ｆ３ あなたの職業は、次の中のどれに当てはまりますか。 

（自営･家族従業） （勤めている） （無  職） 

１  

農林漁業 

２  

商工サービス

業・自由業 

３  

管理職・事務職 

・専門技術職 

４  

労務職 

５  

家 事 

６  

その他の無職 

・学生 

 

Ｆ４ あなたの家計を主に支えているのはあなたですか。 

１ は い ２ いいえ 

 

 
（Ｆ４で選択肢「２」を選んだ方のみお答えください） 

 Ｆ４－１ あなたの家計を主に支えている方のご職業は、次の中のどれに当てはまりますか。 

（自営･家族従業） （勤めている） （無  職） 

１  

農林漁業 

２  

商工サービス業・

自由業 

３  

管理職・事務職・

専門技術職 

４  

労務職 

５  

その他の無職 

 
 

Ｆ５ あなたのご家族には、65歳以上の方がいらっしゃいますか。あなた自身も含めてお答えください。 

１ い る ２ いない 
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Ｆ６ あなたは、栃木県でお生まれになりましたか。 

１ は い ２ いいえ 

 

Ｆ７ あなたは、栃木県に通算して何年お住みになっていますか。 

１ １年未満 

２ １年～２年 

３ ３年～４年 

４ ５年～９年 

５ 10年～19年 

６ 20年以上 

 

Ｆ８ 現在、あなたのご住居は、次の中のどれに当たりますか。 

１ 持家の一戸建 

２ 持家の集合住宅（分譲マンションなど） 

３ 借家の一戸建 

４ 公社・公営の賃貸住宅 

５ 民間の賃貸アパート･マンション 

６ 社宅・官舎 

７ その他 

（                  ） 

 

Ｆ９ あなたがお住まいの周囲の環境は、次の中のどれに当たりますか。 

１ 農山村 

２ 住宅地 

３ 商店街 

４ その他（              ） 

 

Ｆ10 あなたがお住まいの地域は、次の中のどれに当たりますか。 

１ 県北地域（大田原市、日光市、矢板市、那須塩原市、さくら市、那須烏山市、那須町、 

那珂川町、塩谷町、高根沢町） 

２ 県央地域（宇都宮市、鹿沼市、真岡市、上三川町、壬生町、益子町、茂木町、市貝町、芳賀町） 

３ 県南地域（小山市、栃木市、足利市、佐野市、下野市、野木町） 

 

Ｆ11 あなたがお住まいの住所は、次の中のどれに当たりますか。 

 １ 宇都宮市 ２ 宇都宮市以外の市 ３ 町 

 

 

◎長時間にわたり、ご協力ありがとうございました。お手数ですが、添付の 

返信用封筒（切手不要）に入れて、６月1３日（金）までにご投函ください。 

 


